
学校教育目標 夢いだき 花を咲かそう 東由利の子ỏ Ố

花を咲かそう東由利

１０月５日(木)に前期終業式を行いました。
前期には、入学式、運動会、５年の自然教室、６年の修

学旅行などの大きな行事や花壇の花・畑の野菜・さつまい
も・稲などの栽培活動を行ってきました。また、各学年ご
とに様々な校外学習や体験活動も行いました。５月に新型
コロナウイルス感染症の扱いが変わって、たくさんあった
制限がほぼなくなってからは、これまで約３年間できなか
った色々な活動が復活してきています。３・４年生の水辺
の教室など、地域に出かけて、地域の人と触れ合いながら
活動できるようになったのは、とてもうれしいことでした。

式の中では、４月からの６か月間の学校生活を通した子どもたち一人一人の成長と各学
年の成長を確認しました。
・１年生：さらに立派になりました。グループで子ども同士の学び合いもできます。
・２年生：一人一人の個性が輝き、元気いっぱいです。
・３年生：社会科や「学ぶん」で、地域のことをたくさん学びました。

、 。・４年生：学級全体のパワーを上手にコントロールできるようになり 成長しました
・５年生：高学年らしく、しっとりと落ち着いた授業態度や発言が光っていました。
・６年生：安心して学校を任せられます。修学旅行での態度もとても立派でした。
また、子どもたちを代表して、２年小野＊＊さん、４年小野＊＊さん、６年畠山＊＊さ

、 （ ）。んの３人が 前期の思い出やがんばりと後期のめあてを立派に発表しました 内容は裏面

各家庭でも、通知表（１年生は生まれて初めてですね）を基に、子どもたちのがんばり
と成長を振り返り、お褒めの言葉や励ましの言葉をかけてくださったことと思います。

【10/3 さつまいも掘りより】

秋季休業をはさんで、１０月１０日(火)に後期始業式を
行いました。
式の中で 憧れ から 目標 へ チャレンジ と 努、「 」 「 」 、「 」 「

力」について話をしました。今年は４月から一貫して「チ
ャレンジ」を呼びかけています。後期は、次の学年を意識

。 、して力を伸ばしていく期間です 東由利小学校では後期も
【 】 （ 、 ）知 の 花 つなげて発表する 表現する 学び合う
【創造の花】向上心をもってチャレンジする
【絆 の 花】さわやかなあいさつの輪を広げる

の３つの花が今以上に大きく咲かせられるよう職員一同力を合わせて子どもたちを支援し
ていきます。令和５年度後期もよろしくお願いいたします。

東由利小学校学校通信
令和５年度 第１６号
令和５年１０月１１日
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２
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ぼ
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が
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二
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〇
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走
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習
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習
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。
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ば
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。
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習
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習
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取
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習
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後
期
の
目
標
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
誰
に
で

も
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
い
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こ
と
で
す
。
先
生

方
や
友
達
へ
の
あ
い
さ
つ
は
で
き
て
い
ま
す
が
、
色
々
な

行
事
で
会
う
方
々
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の
方
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あ
ま
り
あ
い
さ
つ

で
き
て
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い
う
こ
と
に
気
付
い
た
の
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期
の

目
標
の
一
つ
と
し
て
が
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ば
り
た
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い
ま
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あ
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さ
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を
す
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に
よ
っ
て
、
自
分
の
心
も
相
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な
り
、
え
が
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に
な
る
か
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い
ま
し
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。
ま
た
、
私
た
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が
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し
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っ
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入
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二
つ
目
は
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
手
を
挙
げ
発
表
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
手
を

挙
げ
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手
で
、
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
分
の
考
え
に
自
信
が
も
て
ず
、
今
ま
で
発

表
に
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。
だ
か
ら

後
期
か
ら
は
、
皆
と
ち
が
う
考
え
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
、
自
分
な
り

の
考
え
を
発
表
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

卒
業
ま
で
残
り
半
年
。
残
り
の
半
年
を
悔
い
の
な
い
よ

う
に
、
や
る
べ
き
こ
と
は
や
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。


